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日本風景街道（シーニック・バイウェイ・ジャパン）
の取り組みの紹介
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組み」や、「2007 年からITS車載器で新

サービスがスタート」すること、また「普

及が進むITS」「減らそうCO2」と題して、

ETCおよび高速道路の利用促進により

環境改善が可能なことをアピール。

  またブースにおいて、道路局、関連財

団、首都高速道路等で発行しているITS

関連資料、パンフレット等、計11 種、

総計3万部以上を希望者に配布するとと

もに、アンケートを実施し、有効回答約

1,500 枚を回収することができました。

その結果、回答者の ①カーナビ自己

利用率は57％に達し、ETC（47%）、

VICS（43%）利用も半数近いこと、②

スマートIC利用率は11%でしたが、非

利用者のスマートIC利用意向は約８割

に達すること、③ITS認知度は61%、

スマートIC認知度は42%と関心が高い

こと、④ITSサービスによって道路状

況に関する情報と運転支援になる情報が

得られること等に期待が集まっており、

ITS による決済機能も注目されている

こと、⑤ITS の情報を得るにはインター

ネット利用が62%（特に国土交通省道

路局ITSホームページへのアクセスが

49%）と半数に上ること等が分かりまし

た。

（のが・たけひろ）

１． はじめに

　地域に根ざし、景観に配慮したみちづ

くりを目指して、平成17年12月7日に、

第一回　シーニックバイウェイ（仮称）

戦略会議※（委員長：奥田経団連会長）が

おこなわれた。本会議では、日本型シー

ニックバイウェイの考え方や今後の取り

組みの方向性、名称等について議論がな

され、これを受けて今年１月、日本型シ

ーニックバイウェイの名称が、「日本風

景街道（シーニック・バイウェイ・ジャ

パン）」と決定した。また、1月20 日に

は、ケーススタディとしてモデルルート

の公募が開始され、日本型シーニックバ

イウェイは、ようやく本格的な実施に向

け、第一歩を踏み出した。

　そもそも「シーニックバイウェイ」は、

1970 年代のアメリカにおいて野外広告
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FHWA 支援

連携

資金支援、ル－トの指定

州 地元・NPO・企業　等

情報提供支援等

リソースセンター（NPO）

屋外広告規制運動をきっかけとしてシーニックアメリカ協会が設立

シーニックバイウェイ調査法の制定
（連邦政府の政策として宣言、シーニックバイウェイプログラムの提案と議会報告　等）

シーニックバイウェイ国家諮問委員会を設置
（指定基準、登録方法、連邦の支援内容等を決定）

第一回ルート指定（以降、98年、00年、02年、05年に指定）

1978年

1989年

1991年

1996年

●シーニックバイウェイの運営体制

●シーニックバイウェイ実施の経緯

規制運動をきっかけとしてスタートした

取り組みであり、昨年秋までに全米で

126 箇所が指定され、歴史・自然資源の

保全や休憩施設、ビューポイント等の整

備がおこなわれている。「シーニックバ

イウェイ」とは、その取り組みの幅の広

さから、様々な解釈をすることができる

が、わかりやすく直訳するならば、シー

ニック：景色、バイウェイ：小道・脇道、

つまり、“景色に配慮した道”への様々な

取り組みといったところであろう。

　今回は、先進事例としてアメリカにお

けるシーニックバイウェイの概要を示す

とともに、日本風景街道の実施方針・今

後の進め方等、「日本風景街道（シーニッ

ク・バイウェイ・ジャパン）」の取り組

みについて簡単に紹介したい。

（1）シーニックバイウェイ実施のね
らい

　シーニックバイウェイ実施のねらい

は、州や地域によって様々であるが、連

邦道路庁（FHWA）の掲げる主なねらい

は以下の通り。

●合衆国内の景観の長期的維持と充実

●国内外の旅行者の増加、それに伴う経

済効果

●体験学習の場の提供、教育と理解の機  

　会の創出

（2）運営体制

◆“FHWA”がプログラムの方向性決定、

ルートの指定、資金支援

◆“リソースセンター”が情報・技術支援

（シーニックバイウェイ
アメリカの概要）

2． 先進的取組としての
シーニックバイウェイ

◆“多様な主体”が各地域で参加、活動

◆“行政”だけでなく“NPO等”からの支

援体制も構築

（3）現在指定されているシーニック
バイウェイ

◆平成18 年１月現在、連邦指定のシー

ニックバイウェイは、126 ルート

◆具体的には、①景観性、②歴史性、③

自然性、④文化性、⑤考古学性、⑥

レクリエーション性の６つの指標か

ら評価され選定される。

28 29



George Washington Memorial Parkway
【オールアメリカンロード】

Catoctin Mountain Scenic Byway
（Historic Catoctin Furnace：製鉄炉跡地）
【ナショナルシーニックバイウェイ】

27

99

数百
州指定のシーニックバイウェイ

オールアメリカンロード
（連邦〈DOT〉指定）

ナショナル
シーニックバイウェイ
（連邦〈DOT〉指定）

相当数
自治体独自指定のシーニックバイウェイ

★：オールアメリカンロード
★：ナショナルシーニックバイウェイ

http://www.byways.org/ より

●アメリカの現状
3． 日本風景街道（シーニッ
ク・バイウェイ・ジャパン）
について

（1） 日本型シーニックバイウェイの
方針

　戦略会議では、日本型シーニックバイ

ウェイを推進する上で、以下に示す４つ

の視点、及び基本方針を掲げている。

＜4つの視点＞

① 道の担う役割の復古・再生……交流

の場、生活空間としての道の機能を復古・

再生

② 地域の資産の活用……“人”や“地域

に眠る観光資源”等を有効に活用

③ 新たな・多様な価値の創造……オー

プンカフェ・ビューポイントの設置等に

より楽しめる道を創造

④ 使われ方の負の遺産の精算……看板

や電柱等の負の遺産を精算し、美しい沿

道景観を再生

＜基本方針＞

  「自然、歴史、文化、風景などをテーマ

として、訪れる人と迎える地域の豊かな

交流による地域コミュニティの再生を目
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迎える地域迎える地域

訪れる人

人の交流を支えるみちへ
地域と呼吸し合うみちへ

道路利用者（来訪者、通過者　等）

地域（地域住民、地元企業、地元事業者、自治体　等）

◆地域ののストーリーを持ち、広く発信できる地域ののスト リ を持ち 広く発信できる
◆地域を再生できる
◆地域を活性化できる
◆地域の誇りを育てる

◆新しい発見、感動の喜びを味わえる
◆地域に活気をもたらす◆地域に活気をもたらす
◆感動を伝え、広げる人になる

道路管理者（国・自治体　等）

◆地域と道が一体となった舞台づくり
◆道の使われ方の負の遺産の精算
◆効率的な道路管理　等

できる◆地域ブランド化でできる◆地域ブランド化で
◆企業活動を展開する場が生まれる
◆もてなす気持ちと喜びが生まれる
◆社会貢献の場が広がる

●日本型シーニックバイウェイの期待される効果

応募受付開始：平成18年１月20日
応募受付締切：平成18年 3月 31日
　　　　　　　（消印有効）
モデルルート選考・発表：平成18年４月

※モデルルート公募の詳細は、下記URL を
ご参照下さい。
http://www.hido.or.jp/fukeikaidou/

指した美しい道路空間の形成を目指す」

（2）期待される効果

　戦略会議では、日本型シーニックバイ

ウェイの実施によって、下の図に示すよ

うな効果を期待している。

（ 3） 今後の進め方

　今後、平成19 年度の本格運用を目指

し、以下のスケジュールにて実施する予

定である。（31 ページの図参照）

＜モデルルートの公募＞

　今後、「日本風景街道」の本格的な実施・

運用にあたっては、道空間づくりに取り

組む地域への支援のあり方、地域が主導

した取り組みを行う上での課題等を把握

し、新たな仕組みや制度の検討を行う必

要がある。

　こうした背景から、今回、ケーススタ

ディとして先行的に取り組むモデルルー

トを公募する。応募及び選考のスケジュ

ールは以下の通り。

4． おわりに

　「“移動”を軸としたみちから、“活動を

支える舞台”としてのみちへ」

最近、休日に都心を歩くと見ることの多

くなったオープンカフェ、また、地域住

民のボランティアによる街路樹や花壇の

維持管理など、近年、みちを舞台にした

活動は、全国の様々な地域で取り組まれ

るようになった。

　「日本風景街道」は、まさにこうした“み

ち”を舞台にした様々な活動を幅広く支

援するための取り組みであり、今後、モ
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制度・仕組みの検討 実施地域実施地域
戦略会議の戦略
ュール（案）スケジ

平成17年度

H17.12
応募方法の検討

審査、指定方法の検討

シーニックバイウェイの
仕組み・制度の検討

フィードバック

・公募
・計画の策定
・計画の展開

モデルルート 第1回

第2回

第3回

第4回

本格運用

地域の追加

計画の展開

フォローアップ

平成18年度

平成19年度

●今後のスケジュール

※シーニックバイウェイ（仮称）戦略会議とは、国
土交通省道路局長が、当該取り組みを推進する上で
必要な仕組みや制度、ルートの選考等について諮問
するための機関で、財界や民間団体、学識経験者な
どにより構成される。（第二回目以降は、「日本風景
街道戦略会議」として実施予定）

デルルートにおけるケーススタディを通

して、地域固有の様々な取り組みの実施

が期待されている。

　また一方で、北海道をはじめ、日本

各地で既に先行してシーニックバイウェ

イに取り組んでいる有識者から、これま

でに様々な解釈、考え方、また想いが述

べられているように、“シーニックバイ

ウェイ”という取り組みに対する認識は

様々であり、現時点において明確なルー

ルやメニューがあるわけではない。

　結局のところ、今回、新たに決定した

「日本風景街道」という言葉が日本全国

へ浸透し、“共通の概念”としてイメージ

されるようになるためには、日本各地で

「日本風景街道」としての多種多様な取

り組みが表舞台に出て、より多くの人に

実施され、そして体験、評価される必要

があるだろう。

　今後、「日本風景街道（シーニック・バ

イウェイ・ジャパン）」の取り組みが、

地域住民を主体として、多くの場面で、

かつ様々な活動の舞台として“みち”が

活用されるきっかけとなり、美しく豊か

なみちづくりやまちづくりへ向けた有効

な取り組みとして日本全国へ展開されて

いくことを期待したい。

（くろみず・けん）
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